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Symposium on Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo, Japan, October 8-9, 2014. 

42. H. Kato, J. Wang, E. Ayano, Y. Maitani, H. Kanazawa, T. Okano, Characterization of 

temperature-responsive liposome, JSPS A3 Foresight International Symposium on Nano-Biomaterials and 

Regenerative Medicine, Tokyo, Japan, October 8-9, 2014. 

43. J. Wang, E. Ayano, H. Kanazawa, Y. Maitani, T. Okano, An efficient cellular uptake with thermo-sensitive 

liposome, JSPS A3 Foresight International Symposium on Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, 

Tokyo, Japan, October 8-9, 2014. 

44. M. Akimaru, K. Okubo, Y. Hiruta, H. Kanazawa, Application of temperature-responsive solid-phase 

extraction column to therapeutic drug monitoring, JSPS A3 Foresight International Symposium on 

Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo, Japan, October 8-9, 2014. 

45. T. Mikuma, D. Ueno, Y. Hiruta, Y. Nagata, T. Okano, H. Kanazawa, Analysis of psychoactive drugs using 

temperature-responsive chromatography, JSPS A3 Foresight International Symposium on 

Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo, Japan, October 8-9, 2014. 

46. H. Kanazawa, Temperature-responsive chromatography for the separation of biomolecules, JSPS A3 

Foresight International Symposium on Nano-Biomaterials and Regenerative Medicine, Tokyo, Japan, 

October 8-9, 2014. 

47. K. Okubo, M. Akimaru, Y. Hiruta, H. Kanazawa, Development of solid phase extraction utilizing 

temperature-responsive polymer, RSC Tokyo International Conference 2014, Chiba, Japan, September 4-5, 

2014. 

48. Y. Hiruta, T. Funatsu, M. Matsuura, T. Okano, H. Kanazawa, pH-Responsive fluorescence polymer probe 

for tumor pH targeting, RSC Tokyo International Conference 2014, Chiba, Japan, September 4-5, 2014. 

49. A. Yamada, J. Wang, Y. Hiruta, H. Kanazawa, Development of fluorescence probe for cellular imaging utilizing a 

temperature responsive polymer, RSC Tokyo International Conference 2014, Chiba, Japan, September 4-5, 2014. 

50. J. Wang, E. Ayano, H. Kanazawa, Y. Maitani, T. Okano, Characterization of functional liposome with 

tunable surface property and cellular uptake by temperature control, 41th Annual Meeting & Exposition of 

the Controlled Release Society, Chicago, USA, July 13-16, 2014. 

51. Y. Hiruta, T. Funatsu, Y. Maekawa, M. Matsuura, T. Okano, H. Kanazawa, pH-Responsive fluorescence 

polymer probe for tumor pH targeting, 41th Annual Meeting & Exposition of the Controlled Release 
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Society, Chicago, USA, July 13-16, 2014. 

 

国内学会発表 

1. 戸嶋一敦、糖質および抗生物質の合成と生体機能光制御分子の創製に関する研究、日本化学会第

95 春季年会、日本大学、千葉、平成 27 年 3 月 26－29 日. 

2. 木村智哉、高橋大介、戸嶋一敦、トリフェニルホスフィンを新規反応促進剤として用いた効率的

ヨードグリコシル化反応の開発、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、千葉、平成 27 年 3 月 26

－29 日. 

3. 青柳学、大場朗生、木村智哉、高橋大介、戸嶋一敦、イオン液体を用いたバイオマス糖質キトサ

ンからの効率的配糖体合成、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、千葉、平成 27 年 3 月 26－29

日. 

4. 志村拓海、大久保聡太、上野晴菜、高橋大介、戸嶋一敦、ノロウイルス関連タンパク VP1 を光分

解するアントラキノン‐H 抗原糖鎖ハイブリッドの創製、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、

千葉、平成 27 年 3 月 26－29 日. 

5. 奥山真衣、増田奏衣、高橋大介、戸嶋一敦、アントラキノン-ハルミンハイブリッドによるアルツ

ハイマー病関連タンパク DYRK1A の選択的光分解、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、千葉、

平成 27 年 3 月 26－29 日. 

6. 戸嶋一敦、標的生体高分子を選択的に光分解する化学的手法の開発と生物学的応用、国際高等研

究所研究プロジェクト「分子基盤に基づく生体機能への揺らぎとダイナミックネットワークの解

明」2014 年度第 1 回研究プログラム、国際高等研究所(京都)、平成 26 年 12 月 14－15 日.   

7. 中川彰、花村駿、高橋大介、戸嶋一敦、ボロン酸－糖受容体エステルを触媒とした位置及び立体

選択的グリコシル化反応の開発と配糖体天然物合成への応用、Glyco TOKYO 2014、千葉大学園芸

学部、平成 26 年 11 月 8 日. 

8. 久住俊一、友野聡、奥澤俊介、金子英利香、佐々木要、高橋大介、戸嶋一敦、配糖体抗生物質ビ

ネオマイシン B2の全合成と構造活性相関、第 56 回天然有機化合物討論会、高知県立県民文化ホ

ール、平成 26 年 10 月 15－17 日. 

9. 池田裕政、金子英利香、奥澤俊介、高橋大介、戸嶋一敦、糖アクロシドのマイケルアクセプター

としての化学及び生物学的機能、第 33 回日本糖質学会年会、名古屋大学、平成 26 年 8 月 10－12

日. 

10. 石丸未来、宇田寛次郎、高田暁、高橋大介、戸嶋一敦、抗生物質インセドニンの二糖鎖セグメン

トの合成と配糖化に関する研究、第 33 回日本糖質学会年会、名古屋大学、平成 26 年 8 月 10－12

日. 

11. 高橋大介、中川彰、花村駿、戸嶋一敦、ボロン酸－糖アクセプターエステルを触媒とする立体及

び位置選択的グリコシル化反応の開発、第 33 回日本糖質学会年会、名古屋大学、平成 26 年 8 月

10－12 日. 

12. 桑原大知、高橋大介、戸嶋一敦、固相アフィニティラベル化法を用いた薬剤標的同定法の開発、

日本ケミカルバイオロジー学会第 9 回年会、大阪大学、平成 26 年 6 月 11－13 日. 

13. 長尾高志、高橋大介、戸嶋一敦、アントラキノン－抗体ハイブリッドによるシアリルルイス A 糖

鎖の選択的光分解、日本ケミカルバイオロジー学会第 9 回年会、大阪大学、平成 26 年 6 月 11－

13 日. 

14. 久住俊一、友野聡、奥澤俊介、佐々木要、高橋大介、戸嶋一敦、2,3－不飽和糖を用いた化学選択

的グリコシル化反応の開発とビネオマイシン B2の全合成、第 105 回有機合成シンポジウム、東京

工業大学、平成 26 年 6 月 10－11 日. 

15. 戸嶋一敦、アントラキノン－抗体ハイブリッドの創製とシアリルルイス A 糖鎖選択的光分解、新
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学術領域研究(研究領域提案型)天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～第 6 回シン

ポジウム、名古屋大学、平成 26 年 5 月 28－29 日. 

16. 荒深慎介、小柴望実、高橋大介、戸嶋一敦、フコイダン類縁体の系統的合成と生物活性、第 67 回

有機合成化学協会関東支部シンポジウム、慶應義塾大学矢上キャンパス、平成 26 年 5 月 17 日. 

17. 生形優典、伊藤卓、秋吉佑磨、井上大樹、中田雅也、犀川陽子、くしゃみ反射を司る受容体探索

のためのグラヤノトキシンプローブの合成、日本化学会第95春季年会、日本大学船橋キャンパス、

平成 27 年 3 月 28 日. 

18. 猪俣大貴、朝倉愛里、家形直和、小野塚正雄、関口夏葉、伊藤阿良可、河合隆一郎、犀川陽子、

中田雅也、Diels-Alder 反応を鍵反応としたトリオキサカルシン類の 3 環性母核の構築、日本化学

会第 95 春季年会、日本大学船橋キャンパス、平成 27 年 3 月 28 日. 

19. 犀川陽子、秋吉佑磨、井上大樹、秋濃真紀子、中田雅也、アカクラゲ乾燥粉のくしゃみ誘発原因

の探究、第 61 回トキシンシンポ、徳島、平成 26 年 9 月 3－5 日. 

20. 松平壮、廣田真司、松下昇平、金泰亭、田中大介、犀川陽子、中田雅也、パクタマイシンの 8 置

換シクロペンタンコアの合成、第 67 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、慶應義塾大学理

工学部、平成 26 年 5 月 17 日. 

21. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、須藤貴弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の合成研究、

第 106 回有機合成シンポジウム、東京、平成 26 年 11 月 6－7 日. 

22. 深谷圭介、須貝智也、山崎裕久、小玉啓祐、山口友、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの合成、

第 56 回天然有機化合物討論会、高知、平成 26 年 10 月 15－17 日. 

23. 山口友、深谷圭介、須貝智也、須貝威、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの合成研究、第 58 回香

料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、和歌山、平成 26 年 9 月 20－22 日. 

24. 中山泰彰、前田悠一郎、関谷瑠璃子、佐藤隆章、千田憲孝、連続的 Overman/Claisen 転位の開発と

(–)-Stemoamide の全合成、第 44 回複素環化学討論会、札幌、平成 26 年 9 月 10－12 日. 

25. 千田憲孝、キラルプール法による生物活性天然物の合成研究、有機合成化学協会東海支部平成 26

年度若手研究者のためのセミナー、岐阜、平成 26 年 8 月 5 日. 

26. 寄立麻琴、目黒達彦、松尾直哉、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、多置換 N-メトキシアミンの二

段階合成法の開発、第 105 回有機合成シンポジウム、東京、平成 26 年 6 月 10－11 日. 

27. 横山貴、深見祐太朗、黒崎友介、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミノ基を用いた

三成分反応の開発と lasbine II の全合成、第 67 回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、横浜、

平成 26 年 5 月 17 日. 

28. 和田崇正、深見祐太朗、佐藤隆章、千田憲孝、銅触媒を用いた N-アルコキシアミンの求電子的ア

ミノ化反応、日本化学会第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

29. 寄立麻琴、目黒達彦、松尾直哉、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、多置換 N-メトキシアミンの二

段階合成法、日本化学会第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

30. 白兼研史、和田崇正、寄立麻琴、南川亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝、ゲフィロトキシンの

改良全合成、日本化学会第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

31. 中山泰彰、関谷瑠璃子、市來政人、佐藤隆章、千田憲孝、(+)-Neostenine の合成研究、日本化学会

第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

32. 津崎俊、大石宙輝、臼井駿馬、福安崇宏、佐藤隆章、千田憲孝、Sphingofungin F の全合成、日本

化学会第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

33. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、須藤貴弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類 ABC 環の合成、

日本化学会第 94 春季年会、名古屋、平成 26 年 3 月 27－30 日. 

34. 千田憲孝、生物活性天然物の合成研究：キラルプール法によるアプローチ、京都大学化学研究所

講演会、宇治、平成 26 年 2 月 26 日. 
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35. 石田智信、菊地哲、山田徹、銀塩の触媒的アルキン活性化および分子内転位によるアルキニルア

ミン誘導体への二酸化炭素固定化反応（１）、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、東山キャ

ンパス、 平成 26 年 3 月 27 日. 

36. 石田智信、小林遼、菊地哲、山田徹、銀塩の触媒的アルキン活性化および分子内転位によるアル

キニルアミン誘導体への二酸化炭素固定化反応（２）、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、

東山キャンパス、 平成 26 年 3 月 27 日. 

37. 関根康平、石田智信、高柳綾乃、菊地哲、山田徹、銀触媒によるアルキンの活性化を利用するケ

トン化合物に対する炭素-炭素結合形成を伴う二酸化炭素固定化反応、日本化学会第 94春季年会、

名古屋大学、東山キャンパス、 平成 26 年 3 月 27 日. 

38. 林知佳、林卓夫、菊地哲、山田徹、二酸化炭素を用いる α,β-不飽和ニトリルのコバルト(II)触媒還

元的カルボキシル化反応、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、東山キャンパス、平成 26 年 3

月 27 日. 

39. 主代和也、菊地哲、山田徹、触媒的不斉クライゼン転位反応におけるマイクロ波効果の検証、日

本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、東山キャンパス、平成 26 年 3 月 29 日. 

40. 坪龍志、菊地哲、山田徹、光学活性コバルト(III)錯体を用いる触媒的不斉 1,4-付加反応、日本化学

会第 94 春季年会、名古屋大学、東山キャンパス、平成 26 年 3 月 29 日. 

41. 稲勇樹、岡野久仁彦、朝倉浩一、リン脂質誘導体の結晶化挙動に対するキラリティーの影響、日

本化学会第 95 春季年会、船橋、平成 27 年 3 月. 

42. Y. Furue, K. Okano, K. Asakura, Analysis of the intermittent oscillatory behavior that occurs in the  

acrylamide added Belousov-Zhabotinsky reaction system, 日本化学会第 95 春季年会、船橋、平成 27

年 3 月. 

43. 道浦千惠、岡野久仁彦、朝倉浩一、回転基板から放出される液糸の形状が液滴の飛行方向および

サイズ分布へ及ぼす影響、第 30 回塗料・塗装研究発表会、東京、平成 27 年 3 月. 

44. 今村俊哉、岡野久仁彦、高尾賢一、朝倉浩一、化学系の撹拌状態が Soai 反応にもたらす影響、第

24 回「非線形反応と協同現象」研究会、東京、平成 27 年 12 月. 

45. 宮崎祐輔、岡野久仁彦、朝倉浩一、開放ゲル中の CIMA 反応によるチューリングパターンの消失

機構、第 43 回「非線形反応と協同現象」研究会、東京、平成 27 年 12 月. 

46. 伊藤優生、岡野久仁彦、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、黒田章裕、朝倉浩

一、擬似口紅型オレオマテリアル混合系の相挙動に対する冷却条件の影響、日本油化学会第 53 回

年会、札幌、平成 26 年 9 月. 

47. 若林美咲、岡野久仁彦、遠藤真遊、武川翼、佐藤昇正、中村直生、前澤大介、中尾敦司、高野憲

一、角田聖、正木仁、黒田章裕、朝倉浩一、サンスクリーン剤塗布時の自発的空間パターン形成

が紫外線防御能に対して与える影響、日本油化学会第 53 回年会、札幌、平成 26 年 9 月.  

48. 峯尾拓也、朝倉浩一、岡野久仁彦、イオン性オリゴマーがアキラル化合物の不斉結晶化に及ぼす

影響、第 63 回高分子学会年次大会、名古屋、平成 26 年 5 月. 

49. 吉田圭佑、板津幸宏、藤野雄太、高尾賢一、シンコナアルカロイドアミン触媒を用いる不斉スピ

ロ環構築法の開発、日本化学会第 95 春季年会、船橋市、平成 27 年 3 月. 

50. 奥山元気、秋谷卓志、吉田圭佑、高尾賢一、グッチフェロンＡの全合成研究、日本化学会第 95 春

季年会、船橋市、平成 27 年 3 月. 

51. 西村嘉泰、角田恒平、栗栖卓也、坂間亮浩、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、(+)-ビブサニンＡの

全合成、日本化学会第 95 春季年会、船橋市、平成 27 年 3 月. 

52. 中島達貴、伊藤彩、吉田圭佑、高尾賢一、パーフォラツモンの全合成研究、日本化学会第 95 春季

年会、船橋市、平成 27 年 3 月. 

53. 茂木拓馬、吉田圭佑、高尾賢一、宮嵜奏、笹澤有紀子、清水史郎、クラビラクトン類縁体の合成、
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日本化学会第 95 春季年会、船橋市、平成 27 年 3 月. 

54. 安田直彦、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、連続メタセシス反応を鍵としたゼイラニジンの全合

成研究、第 106 回有機合成シンポジウム、東京、平成 26 年 11 月. 

55. 根本龍一、難波あゆみ、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、クラビラクトンＤの全合成研究、第 68

回有機合成化学協会関東支部（新潟）シンポジウム、新潟市、平成 26 年 11 月. 

56. 坂間亮浩、西村嘉泰、角田恒平、栗栖卓也、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、(+)-ビブサニンＡの

全合成、第 56 回天然有機化合物討論会、高知市、平成 26 年 10 月. 

57. 福島悠貴、七宮隆樹、難波あゆみ、根本龍一、茂木拓馬、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、クラ

ビラクトン類の全合成、第 105 回有機合成シンポジウム、東京、平成 26 年 6 月. 

58. 吉田圭佑、鹿ノ子洋平、高尾賢一、チオウレア触媒によるフェノール誘導体の立体選択的グリコ

シル化法の開発、第 67 回有機合成化学協会関東支部（横浜）シンポジウム、横浜市、平成 26 年 5

月. 

59. 野口修史、坂本嵩、吉田圭佑、只野金一、高尾賢一、シトスポロリドＡの全合成研究、第 67 回有

機合成化学協会関東支部（横浜）シンポジウム、横浜市、平成 26 年 5 月. 
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びコロイドスポンジの創製、第 63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月. 

67. 小山皓大、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた磁性粒子と多糖ナノ粒子の複合化、

第 63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月. 

68. 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、ポリマーグラフト化によるタンパク質ナノ構造体と機能化、第

63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月. 

69. 平川摩弥、福井有香、藤本啓二、光反応性と環境応答性を有するリポナノカプセルの創製と機能

化、第 63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月. 

70. 藤野香、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた One-pot 合成による金複合化ポリマー

ナノ粒子の創製と機能創成、第 63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月 . 

71. 武藤茜、福井有香、藤本啓二、中空ゲル微粒子への酵素封入による膨潤収縮制御と機能創出”、第

63 回高分子討論会、長崎大学、平成 26 年 9 月. 

72. 大槻祐太、福井有香、藤本啓二、細胞と微粒子との複合化によるハイブリッド組織体の構築、第
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